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プラスチック製容器包装の分別収集について

●　使用から廃棄まで

・残り水 ・水道水

・温水 (水温上昇にエネルギーを使用)

①　プラスチック製容器包装をリサイクルする場合のフロー図
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②　現行のプラスチック製容器包装の処理工程

可燃ごみとして排出

(あ)

収集
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※ マテリアルリサイクル

　製品の原料として再生利用

※ ケミカルリサイクル

　化学反応により組成変換して、油化・ガス化・コークス炉化学燃料化して再生利用

プラスチック製容器包装をリサイクルした場合と現行処理方法の比較
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① 
(Ａ)

使用 洗浄 排出

②
(あ)

エネルギー　　　　　　
リカバリー

焼却により発生する熱エネルギー
を回収し利用すること


